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私たちの未来を豊かにする「明治」の価値
一緒に残し、伝えていきませんか
歴史的建造物を中心とした「明治時代からの贈り物」を未来へ残し続けるためには、多くの資金が必要です。明治村事業へのご支援をお願いします。

1回3,000円からご支援いただけます（マンスリーサポーターは月額
1,000円から）
公益財団法人明治村へのご寄付は一定の「税制控除対象」となります。

明治村みらい基金へのご寄付は、以下の方法で行うことができます。

・ クレジットカード   ・ 金融機関からの振込
・ ゆうちょ銀行からの払込

10月23日に乗物担当の活動報告ツアーを実施しまし
た。蒸気機関車の走行日に行われる点火作業の一部を
ご案内し、明治村での動態展示を支える舞台裏を体感
していただきました。

11月15日に学芸担当の活動報告ツアーを実施しまし
た。西園寺公望別邸「坐漁荘」の特別ガイドと茶室「亦
楽庵」での呈茶体験をお楽しみいただくとともに、歴史
資料の維持・保存修理や展示に関する活動をご報告い
たしました。

ご寄付の方法

活動報告ツアーを実施しました

詳しくは博物館明治村公式サイト内「明治村みらい基金」をご覧ください。

ご支援額に応じて、感謝の気持ちを込めたご返礼をお届けいたします。
〈返礼品の例〉
【マンスリーサポーター】 毎月メールマガジンを配信し、歴史的建造物や歴史資料
の修理・保存をはじめとした明治村での様々な活動の様子をご報告いたします。

【年間3万円～】 明治村ペア入村券進呈　等
【年間10万円～】 現地での活動報告ツアーご招待（建築・学芸・乗物各担当がご案
内する特別なツアー）、ご支援者さまの集いご招待（明治村みらい基金1年間の活
動報告）、第二のふるさと住民票発行（1年間入村無料）　等

ご返礼の内容
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「明治村だより」は、順次Webで公開させていただきます。詳しくは博物館明治村公式サイトをご覧ください。
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焼
津
で
は「
八
雲
滞
在
の
家
」、
明
治
村
で
は
正
式

名「
小
泉
八
雲
避
暑
の
家
」と
な
っ
て
い
ま
す（
写
真
１
）。

　
「
八
雲
滞
在
の
家
」は
、
昭
和
十
一（
一
九
三
六
）年

頭
初
に
県
の
教
育
委
員
会
に
史
蹟
指
定
申
請
書
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

史
蹟
指
定
申
請
書
の
七
・
八
の
項
に
は
、

七  

現
状
周
囲
の
状
況 

破
壊
の
程
度
等

「
殆
ん
ど
完
全
に
其
当
時
の
ま
ま
保
存
せ
ら
れ
階

下
店
舗
の
一
部
を
其
位
置
の
ま
ま
床
高
を
四
、五

寸
上
げ
た
る
と
、
階
段
の
位
置
を
変
更
し
た
る
に

止
ま
る
。
南
、
北
両
隣
は
木
造
の
家
屋
に
接
着
せ

る
も
之
も
従
来
の
形
態
な
り
、
建
物
は
完
全
に
保

護
せ
ら
れ
家
人
は
此
所
に
移
住
す
。」

八  

由
来
徴
証
、傳
説

「
家
屋
は
、別
紙
添
付
に
見
取
図（
図
１
）の
如
く
建
築

の
年
次
不
詳
な
る
も
明
治
中
期
以
前
の
建
造
に
し

て
、
土
地
家
屋
所
有
者
は
天
野
家
。
当
時
は
山
口

乙
吉
氏（
写
真
２
）が
借
家
し
て
魚
屋
を
営
み
小
泉
八

雲
先
生（
写
真
３
）の
滞
在
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
此

家
は
俗
称
御
休
町
と
称
す
る
此
部
落
中
唯
一
の
二

階
建
て
の
も
の
で
、其
特
徴
は
軒
高
が
低
く
、階
下

階
上
共
天
井
の
高
さ
が

畳
面
よ
り
六
尺
二
、三
寸

に
過
ぎ
な
い
。
之
は
其

当
時
堤
防
が
低
く
、
海
風

が
荒
い
為
め
の
此
地
方

の
風
習
を
残
し
て
居
る

の
で
あ
る
。

　

其
後
山
口
乙
吉
氏
は

其
南
筋
向
ひ
側
に
建
築

し
て
移
転
し
家
屋
は
先

代
天
野
市
助
に
返
換
せ

ら
れ
現
在
は
其
相
続
人

天
野
庄
平
が
移
住
し
海

運
業
を
営
ん
で
居
る
。」

と
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
第
二
次
世
界
大
戦
を
挟
み
、
昭
和
二
十
四

年
九
月
二
十
日「
静
岡
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物

保
存
顕
彰
規
定
」に
よ
り
史
蹟
に
指
定
さ
れ
、
昭
和

二
十
七
年
四
月
一
日
、
静
岡
県
指
定
史
蹟
と
な
り
ま

し
た
。

　

建
物
の
老
朽
化
、
家
屋
改
造
に
と
も
な
い
、
昭
和

四
十
三
年
三
月
五
日
、家
主
天
野
庄
平
氏
は
、他
へ
移

転
す
る
希
望
を
教
育
委
員
会
へ
伝
え「
小
泉
八
雲
滞

在
の
家
」史
跡
移
転
促
進
に
関
す
る
請
願
を
だ
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
三
年
九
月
十
七
日
、解
体
が
始
ま
り
ま
し

た
。
昭
和
四
十
六
年
三
月
十
八
日
、明
治
村
開
村
六
周

年
の
記
念
行
事
と
し
て
、「
小
泉
八
雲
避
暑
の
家
」の
竣

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
家
に
は
、焼
津
か
ら
の

物
は
、山
口
乙
吉
の
家
に
あ
っ
た
達
磨
一
個（
写
真
４
）、個

人
の
贈
呈
に
よ
る
焼
津
笠
三
個
で
す
。

　

移
転
跡
に
は
、
昭
和
四
十
五
年
一
月
三
十
一
日 

「
小
泉
八
雲
滞
在
の
家
跡
」の
記
念
碑（
写
真
５
）を
小
泉

八
雲
顕
彰
会
が
竣
工
し
ま
し
た
。

　

八
雲
の
一
回
目
の
来
焼
は
、明
治
三
十（
一
八
九
七
）

年
、四
十
七
歳
の
時
初
め
て
焼
津
を
訪
れ
、八
月
四
日

か
ら
十
一
日
、
新
屋
の「
秋
月
楼
」に
一
週
間
滞
在
。 

十
一
日
か
ら
二
週
間
、 

地
元
の
魚
屋
・
山
口
乙
吉
宅
に

初
め
て
滞
在（
セ
ツ
夫
人
・ 

長
男
一
雄
・
次
男
巌
・
養

父
稲
垣
金
十
郎
・
女
中
ヨ
ネ
）。

　

八
雲
は
、乙
吉
の
開
け
っ
ぴ
ろ
げ
で
、さ
っ
ぱ
り
し

た
焼
津
気
質
、素
朴
さ
と
実
直
さ
、そ
し
て
焼
津
の
荒

海
を
好
み
、以
後
、毎
夏
の
よ
う
に
家
族
を
連
れ
、乙

吉
宅
に
逗
留
し
ま
し
た
。 

　

二
回
目 

明
治
三
十
二
年 

四
十
九
歳 

八
月
約
一
ヶ

月（
一
雄・金
十
郎
） 

。
帰
る
一
週
間
前
迎
え
に（
セ
ツ

夫
人・巌・書
生・女
中
）。 

　

三
回
目 

明
治
三
十
三

年 

五
十
歳 

八
月
中
旬
一

カ
月
余
。（
一
雄・
金
十

郎・ 

書
生
新
美
資
良
）迎

え
に（
セ
ツ
夫
人・巌・玉

木
光
栄・女
中
）。

　

四
回
目 

明
治
三
十
四

年 

五
十
一
歳 

七
月
上
旬

か
ら
八
月
五
十
九
日
間

（
一
雄・
光
栄
）。 

遅
れ
て（
セ
ツ
夫
人・
巌・
新
美・
女

中
）。

　

五
回
目 

明
治
三
十
五
年 

五
十
二
歳
八
月
一
カ
月
余

（
一
雄・奥
村
） 

。
迎
え （
セ
ツ
夫
人・巌・女
中
） 

。

　

六
回
目 

明
治
三
十
七
年 

五
十
四
歳 

（
一
雄・巌・新

美
）。
迎
え
に（
セ
ツ
夫
人・清・寿
々
子
）。

　

と
家
族
を
連
れ
て
、
六
回
の
夏
を
焼
津
で
過
ご
し
、

乙
吉
宅
に
滞
在
し
ま
し
た
。
セ
ツ
夫
人
も
一
回
目
は

最
初
か
ら
、そ
の
後
は
五
回
の
夏
を
迎
え
に
来
て
い
ま

す
。

※
青
字
は
同
行
者
、赤
字
は
迎
え
や
遅
れ
て
の
合
流

　

八
雲
が
焼
津
で
取
材
し
た
作
品
の
主
な
も
の
は
、

「
焼
津
に
て
」 （
一
八
九
九
）「
夜
光
幻
想
」（
一
九
〇
〇
）

「
海
辺
」「
乙
吉 

だ
る
ま
」「
漂
流
」 （
一
九
〇
一
）等
が

あ
り
ま
す
。

　

昭
和
二
十
五
年
、
小
泉
八
雲
生
誕
百
年
祭
が
焼
津

町
、焼
津
文
化
協
会
共
催
で
行
わ
れ
、こ
の
時
八
雲
文

庫
が
、
焼
津
町
立
図
書
館
横
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。 

八
雲
関
連
の
図
書
の
他
に
小
泉
家
・ 

山
口
家
か
ら
寄

贈・寄
託
さ
れ
た
八
雲
関
連
の
遺
品
二
十
点
を
展
示
。 

昭
和
五
十
七
年
、
山
口
家
よ
り
遺
品
類
二
十
点
が
小

泉
八
雲
顕
彰
会
に
寄
託
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
十
九

年
六
月
、焼
津
小
泉
八
雲
記
念
館
の
開
館
と
共
に
、遺

品
類
も
展
示
、保
管
さ
れ
て
い
ま
す（
写
真
６
、７
）。

　

令
和
三
年
四
月
、山
口
家
か
ら
の
遺
品
類
は
、山
口

家
の
ご
好
意
に
よ
り
、顕
彰
会
立
会
い
の
も
と
、焼
津

市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
五
年
八
雲
生
誕
百
年
祭
の
記
念
事
業
と

し
て「
焼
津
お
ど
り
」と「
八
雲
小
唄
」が
制
作
さ
れ
ま

し
た
。

　

両
唄
と
も
、
八
雲
さ
ん
を
唄
っ
て
い
る
の
で
紹
介

し
ま
す
。

 「
焼
津
お
ど
り
」 作

詞
・
若
杉
雄
三
郎 

作
曲
・
中
山
晋
平

二
、	

焼
津
い
と
し
や
ヨ
ー 

小
泉
八
雲

	

片
目
達
磨
に 

ヤ
レ
コ
ラ
シ
ョ
ノ 

	

片
目
達
磨
に
抱
い
て
見
せ
て
る 

大
漁
旗 

	

大
漁
旗

	

オ
コ
シ
デ
ヨ 

コ
リ
ャ　

メ
ゴ
シ
デ
ヨ
ー

	

ヤ
ン
レ　

ヤ
リ
ツ
ク 

オ
マ
ツ
チ
ャ
ナ
ー

	

ハ　

ヤ
ッ
ト
ナ
ー 

ヤ
ッ
ト
ナ
ッ
ト

「
八
雲
小
唄
」

作
詞
・
若
杉
雄
三
郎 

作
曲
・
吉
田
正

一
、	

磯
の
千
鳥
よ 
焼
津
の
浜
じ
ゃ

	

鳴
く
な
八
雲
が
い
る
も
の
を

	

知
ら
ぬ
日
本
の
面
影
を

	

訪
ね
訪
ね
て

	

あ
あ 

八
雲
い
と
し
や 

浴
衣
が
け

二
、	

あ
つ
い
情
の 

乙
吉
だ
る
ま

	

せ
め
て
入
れ
た
や　

両
の
目
を

	

沖
は
大
漁
か 

か
つ
お
船

	

唄
が
流
れ
る

	

あ
あ 

八
雲
な
つ
か
し 

焼
津
笠

三
、	

波
よ
唄
え
よ　

焼
津
の
海
は 

	

八
雲
八
雲
と　

な
る
も
の
を

	

青
い
海
み
り
ゃ　

思
い
出
す

	

や
さ
し
い
お
も
か
げ

	

あ
あ 

八
雲
恋
し
や
夏
ま
つ
り

写真５
小泉八雲滞在の家跡（昭和45年1月建立） ※ 

写真４　乙吉達磨

写真６　焼津小泉八雲記念館 ※ 

写真７　記念館内部常設室 ※ 

写真２　山口乙吉 ※ 

写真1　小泉八雲避暑の家

写真３　小泉八雲　出典：近代日本人の肖像図1　小泉八雲先生滞在の家見取り図 『小泉八雲と焼津』より上下反転

参考文献
北山 宏明 一九八八年『小泉八雲と焼津』　　　
小泉 一雄 一九三一年『父「八雲」を憶ふ』　　
小泉 時 小泉 凡共編 二〇〇八年 『文学アルバム 小泉八雲 』
※　写真提供：焼津小泉八雲記念館

焼津に於いての
八雲滞在の家

「
八
雲
滞
在
の
家
」か
ら

「
小
泉
八
雲
避
暑
の
家
」へ

一
八
雲
と
焼
津

二

小泉八雲顕彰会副会長
坪井れい子
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隅
と
平
面
中
央
に
通
し
柱
が
あ
る（
図
２
）。
寸
法
計
画

は
尺
貫
法
に
よ
る
、桁
行
五
間
、梁
間
三
間
、庇
の
間
は

一
・
五
間
、
二
階
ベ
ラ
ン
ダ
は
二
階
床
梁
を
六
分
の
四

間
持
出
し
て
い
る（
図
１
〜
３
）。
二
階
の
居
室
は
、
四
つ

間
型
に
分
割
し
、
各
々
半
間
の
開
き
板
扉
で
連
結
し
、

間
仕
切
壁
、
床
敷
と
も
板
で
、
特
に
床
板
に
は
っ
き
り

と
釿
は
つ
り
痕
が
あ
る（
写
真
7
）。
こ
の
平
面
形
式
は

単
純
明
快
な
も
の
で
は
あ
る
が
、不
思
議
な
も
の
で
も

あ
る
。

　

一
階
の
納
屋（
写
真
8
）は
創
建
当
初
に
は
板
敷
で
あ
っ

た
が
、土
足
で
出
入
り
で
き
る
展
示
室
と
す
る
た
め
に

移
築
時
に
レ
ン
ガ
敷
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
ブ
ラ
ジ

ル
移
民
事
業
や
、移
民
た
ち
が
原
始
林
の
開
墾
に
用
い

た
製
材
工
具
な
ど
を
展
示
し
て
い
る
。
台
所
と
納
屋

の
床
面
へ
の
段
差
は
敷
地
の
地
形
か
ら
き
て
い
る
と

考
え
ら
れ
、創
建
当
初
は
こ
の
両
者
は
遮
断
さ
れ
て
い

た
が
、現
在
は
見
学
の
た
め
に
間
仕
切
り
壁
の
一
間
分

が
開
け
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
平
・
断
面
計
画
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

台
所
と
居
室
と
い
う
生
活
部
分
は
直
接
連
結
さ
せ
て

い
る
が
、
二
階
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
望
む
、
例
え
ば
コ
ー

ヒ
ー
農
園
側
は
、多
様
な
農
作
業
に
関
わ
る
農
機
具
や

作
物
の
出
し
入
れ
の
た
め
に
、一
間
幅
両
開
き
板
扉
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

問
題
は
こ
の
よ
う
な
平
・
断
面
形
式
が
ど
の
よ
う
に

し
て
生
ま
れ
た
の
か
、で
あ
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
当
初
は
、大
農
場
主
の
大
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
農
場
は
奴
隷
労
働
に
支
え
ら
れ
て
い
た

よ
う
な
環
境
が
残
っ
て
お
り
、
移
民
は
レ
ン
ガ
造
の

閉
鎖
的
な
狭
い
住
戸
に
押
し
込
め
ら
れ
て
い
た（
写
真

9
）。
久
保
田
夫
妻
が
入
植
し
た
時
代
は
、自
主
独
立
農

民
の
時
代
で
あ
り
、頑
張
り
と
才
覚
さ
え
あ
れ
ば
入
植

三
年
目
に
し
て
、
若
く
て
も
自
身
の
土
地
と
住
宅
、
作

業
場
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
久
保
田
夫

妻
は
長
野
県
出
身
で
あ
る
。
彼
ら
の
出
身
階
級
は
判

明
し
な
い
が
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
時
代
の
長
野
は
、

地
域
的
に
も
、
階
級
的
に
も
広
く
四
つ
間
型
民
家
形
式

が
定
着
し
て
い

た
。
こ
れ
は
、か

つ
て
土
間
以
外

の
床
上
居
室
部

が
田
の
字
型
に

畳
敷
の
部
屋
が

四
つ
に
、台
所
と

作
業
場
を
兼
ね

た
広
い
締
め
固

め
ら
れ
た
た
た

き
の
土
間
が
付

設
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
久

で
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、断
面
図（
図
１
）か
ら
推
定

す
る
に
、庇
部
分
は
野
地
板
の
な
い
空
葺
き
の
ス
ペ
イ

ン
瓦
の
一
室
空
間
の
台
所
で
、入
口
か
ら
梯
子
回
り
の

み
が
古
写
真
に
残
る
レ
ン
ガ
敷
き
の
土
間
へ
六
十
㎝

ほ
ど
降
り
る
。
台
所
か
ら
二
階
の
居
室
へ
は
、同
じ
く

梯
子
で
一
八
〇
㎝
ほ
ど
登
る（
写
真
６
）。
構
造
計
画
は

木
造
二
階
建
て
母
屋
庇
一
面
切
妻
造
、土
台
廻
り
の
四

5

　

明
治
村
四
丁
目
の
、入
鹿
池
を
望
む
岬
状
の
突
端
に

シ
ア
ト
ル
日
系
福
音
教
会
が
あ
る
。
そ
の
前
を
回
り

こ
む
よ
う
に
し
て
池
沿
い
に
五
丁
目
の
ほ
う
に
向
か

う
と
、
赤
い
屋
根
の
ハ
ワ
イ
移
民
集
会
所
が
視
え
、
そ

の
す
ぐ
向
か
い
に
、
ス
ペ
イ
ン
瓦
葺
の
屋
根
で
、
木
造

の
白
い
壁
の
い
わ
ゆ
る
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
ス
タ
イ
ル
と

い
う
べ
き
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
は
少
し
地
味
な
、

し
か
し
日
本
の
民
家
と
も
違
う
、ど
こ
か
異
国
風
の
佇

い
が
漂
う
建
物
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
住
宅（
旧
久
保
田
家

住
宅
）（
写
真
１
）が
視
え
て
く
る（
以
下
、
旧
久
保
田
家
住

宅
と
す
る
）。
明
治
村
の
中
の
こ
の
一
帯
は
移
民
住
宅

村
と
い
え
そ
う
な
場
所
で
あ
る
。

　

明
治
元（
一
八
六
八
）年
に
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
形
で

始
ま
っ
た
ハ
ワ
イ
移
民
、そ
し
て
戊
辰
戦
争
の
敗
残
か

ら
逃
れ
た
会
津
若
松
藩
士
数
十
名
が
明
治
二
年
に
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
入
植
し
た
が
、こ
の
時
の
若
松
コ

ロ
ニ
ー
は
失
敗
し
た
ら
し
い
。
ア
メ
リ
カ
本
土
へ
の

日
系
移
民
は
明
治
中
期
か
ら
増
加
し
、明
治
二
十
九
年

の
シ
ア
ト
ル
航
路
の
開
設
等
も
あ
り
、明
治
末
か
ら
大

正
期
に
か
け
て
最
盛
期
を
む
か
え
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
二
十
世
紀
初
頭
よ
り
ハ
ワ
イ
、
北
米
地

域
へ
の
移
民
は
制
約
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、ブ
ラ
ジ

ル
、ペ
ル
ー
な
ど
の
南
米
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
特
に
明
治
四
十
一
年
、当
時
の
移
民
は
契
約
労
働

者
と
呼
ば
れ
、民
間
会
社
を
ま
き
こ
ん
だ
政
府
事
業
で

あ
り
、ブ
ラ
ジ
ル
へ
七
八
一
名
を
移
送
し
た
笠
戸
丸
の

出
向
風
景
を
視
る
と
今
で
も
万
感
迫
る
も
の
が
あ
る
。

大
型
船
に
よ
る
南
米
へ
の
出
航
の
別
れ
と
も
な
れ
ば
、

ど
ん
な
場
合
で
も
悲
喜
劇
が
つ
き
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

笠
戸
丸
の
出
航
風
景
は
、越
境
へ
の
雄
飛
の
喜
び
の
方

が
横
溢
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

大
正
六（
一
九
一
七
）年
六
月
に
、
長
野
県
出
身
の

新
婚
の
久
保
田
安
雄（
二
十
三
才
）と
定
江（
十
七
才
）

の
若
い
夫
婦
は
、サ
ン
パ
ウ
ロ
近
郊
の
レ
ジ
ス
ト
ロ
に

入
植
し
、わ
ず
か
三
年
目
に
こ
の
住
宅
を
建
設
し
て
い

る
。
棟
梁
大
工
の
声
掛
け
で
二
人
の
大
工
を
集
め
、夫

婦
も
共
に
働
き
、周
辺
の
原
始
林
か
ら
カ
ネ
ラ
と
い
う

重
硬
な
大
材
を
切
り
出
し
、用
材
に
し
た
と
い
う
。
ハ

ワ
イ
や
サ
ン
パ
ウ
ロ
な
ど
の
大
き
な
日
系
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
あ
る
場
合
、専
門
職
人
も
入
植
し
て
い
て
日

本
の
伝
統
的
な
寺
院
な
ど
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。

　

現
地
産
の
用
材
カ
ネ
ラ
は
現
在
、
伐
採
禁
止
と
な
っ

て
お
り
、
今
回
の
修
理
に
当
た
っ
て
取
替
え
材
と
し

て
、
同
様
の
風
合
い
と
重
硬
さ
を
も
つ
東
南
ア
ジ
ア
産

の
セ
ラ
ン
ガ
ン
バ
ツ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
通
し
柱
や

扉
板
は
釿

ち
ょ
う
な（

写
真
２
）は
つ
り
が
施
さ
れ
た（
写
真
３
）当
初
材

が
再
用
さ
れ
て
お
り
、
柱
の
根
継
材
や
取
替
え
材
も
そ

れ
を
踏
襲
し（
写
真
４
）、
ラ
フ
な
柱
間
計
画
や
開
口
部
の

板
扉
な
ど
が
古
写
真
か
ら
忠
実
に
復
原
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
が
融
合
さ
れ
て
異
国
風
、
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ

さ
、洗
練
と
は
ま
た
違
う
あ
る
種
の
確
か
な
存
在
感
の

よ
う
な
も
の
が
そ
の
佇
い
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　

こ
の
旧
久
保
田
家
住
宅
が
立
地
し
て
い
た
敷
地
の

様
子
は
建
設
間
も
な
く
の
部
分
的
な
様
子
は
う
か
が

え
る（
写
真
５
）
も
の
の
残
念
な
が
ら
具
体
的
な
地
形
ま

明
治
村
の
建
築
に
視
る
日
本
近
代
青
春
群
像
物
語 

〈
二
十
〉

館
長
　
中
川 

武

越
境
の
雄
飛
と
始
原
へ
の
遡
行

―
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
住
宅
の
佇
い
と
細
部

―

ス
ペ
イ
ン
瓦
葺

山
村
コ
テ
ー
ジ
風
の
佇
い

一

写
真
1
　
ベ
ラ
ン
ダ
側
か
ら
の
外
観
全
景

平・断
面
計
画
の
不
思
議

二

写真9　邦人が入居したコロニアルと呼ばれる住宅

写真6　台所入口と二階への階段

写真5　大正六年の旧久保田家住宅遠景

写
真
8
　
一
階
納
屋

写
真
7
　
床
敷
板
の
釿
は
つ
り
痕
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図3　桁行断面図
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写
真
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ぎ
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間
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り
ま
し
た
。
十
九
世
紀
に
入
り
産
業
革
命
の
も

と
で
鉄
の
大
量
生
産
と
加
工
技
術
が
進
む
と
、

鋳
鉄
製
フ
レ
ー
ム
が
発
明
・
採
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
弦
の
張
力
は
格
段

に
高
ま
り
、
豊
か
で
力
強
い
音
色
が
実
現
し
ま

し
た
。
ピ
ア
ノ
は
そ
れ
ま
で
の
手
工
芸
的
な
楽

器
か
ら
、
鉄
と
機
械
の
力
を
取
り
込
ん
だ「
工
業

製
品
」へ
と
進
化
し
、
や
が
て
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ

ア
ノ
の
登
場
に
よ
り
家
庭
に
も
広
く
普
及
し
て

い
き
ま
す
。「U

PR
IGH

T
 IRO

N
 GR

A
N

D

」

と
い
う
名
称
は
、
ま
さ
に
こ
の
時
代
の
技
術
革

新
を
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

価
の
高
い
メ
ー
カ
ー

で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。
し
か

し
、
二
十
世
紀
半
ば
に

Ｊ
・Ｂ
・
ク
ラ
ー
マ
ー
社

（J.B
. Cram

er and 
C

om
pany

）
に
買
収

さ
れ
、
一
九
六
七
年
に

は
同
社
を
ケ
ン
ブ
ル

社（K
em

ble Piano

）

が
買
収
し
て
い
ま
す
。

一
九
八
〇
年
代
前
半

ま
で
は
Ｊ
・
Ｂ
＆
Ｓ
社

の
名
は
残
っ
て
い
た

も
の
の
、
そ
の
後
市
場

か
ら
姿
を
消
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ピ
ア
ノ
は
、下
前
板
の
内
側
に「
３
３
４
７ 

９
」と
製
造
番
号
と
思
わ
れ
る
数
字
が
あ
り（
写
真

3
）、
こ
れ
に
よ
り
一
八
八
五
〜
一
八
九
〇
年
の

間
に
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す（
註
一
）。

そ
し
て
最
大
の
特
徴
は「U

PR
IG

H
T

 IR
O

N
 

G
R

A
N

D
.

」と
銘
打
た
れ
て
い
る
点
で
す（
写
真

4
）。
Ｊ
・
Ｂ
＆
Ｓ
社
の
カ
タ
ロ
グ
に
は
明
治
村

の
も
の
と
完
全
に
一
致
す
る
モ
デ
ル
は
な
い
も

の
の
、
同
名
の
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、「Full Iron Fram

e

」す
な
わ
ち

フ
レ
ー
ム（
図
1
）
が
全
て
鉄
で
で
き
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
一
八
九
四
年
の
新

聞
記
事
で
は
、Ｊ
・
Ｂ
＆
Ｓ
社
の「upright iron 

piano

」に
つ
い
て
、
音
が
よ
り
美
し
く
響
く
よ

う
鉄
フ
レ
ー
ム
の
繋
ぎ
目
を
一
つ
に
抑
え
た

設
計
が
な
さ
れ
て
い
る
と
紹
介
し
て
い
ま
す（
註

二
）。
明
治
村
の
ピ
ア
ノ
が
同
じ
内
部
構
造
か
は

定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
金
色
の
鉄

フ
レ
ー
ム
を
確
認
で
き
、
前
板
は
中
央
部
分
が

開
い
て
内
部
構
造
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
す（
写
真
５
、6
）。

　

こ
う
し
た
鉄
フ
レ
ー
ム
を
用
い
た
ピ
ア
ノ
の

登
場
は
、
産
業
革
命
に

よ
る
工
業
技
術
の
発
展

に
支
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
十
八
世
紀
末
ま
で

の
ピ
ア
ノ
は
木
製
フ

レ
ー
ム
で
し
た
が
、
演

奏
の
力
強
さ
や
音
量
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
木
で
は
弦
の
張

力
に
耐
え
き
れ
な
く
な

　

明
治
村
の
い
く
つ
か
の
建
物
に
ピ
ア
ノ
が
展

示
し
て
あ
る
こ
と
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
今

回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
芝
川
又
右
衛
門
邸
に
あ

る
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
で
す
。

　

こ
の
ピ
ア
ノ
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
名
古

屋
の
旧
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
大
正

初
期
に
購
入
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
残
り
ま

す
。
イ
ギ
リ
ス
の「
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ン
ス
ミ
ー

ド
・
ア
ン
ド
・
サ
ン
ズ（John Brinsm

ead &
 

Sons.Ltd

）」（
以
下
、
Ｊ
・
Ｂ
＆
Ｓ
社
）で
製
作

さ
れ
た
も
の
で
、
鍵
盤
蓋
の
内
側
に
同
社
の

ロ
ゴ
を
確
認
で
き
ま
す（
写
真
１
）。
Ｊ
・
Ｂ
＆
Ｓ

社
は
一
八
三
七
年
に
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ン
ス
ミ
ー

ド
に
よ
り
ロ
ン
ド
ン
で「
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ン
ズ

ミ
ー
ド
」と
し
て
設
立
さ
れ
、
一
八
六
一
年
に

は
二
人
の
息
子
エ
ド
ガ
ー（Edgar

）と
ジ
ョ
ン

（John,Jr

）が
参
画
し
、
前
述
の
社
名
と
な
り
ま

し
た
。
同
社
は
多
く
の
博
覧
会
で
受
賞
を
重
ね

て
お
り
、
実
際
に
天
屋
根
を
開
け
た
内
部
に
は

受
賞
メ
ダ
ル
の
ラ
ベ
ル
が
確
認
で
き（
写
真
2
）、
評

註
一
　
参
考
文
献（
２
）よ
り

註
二
　「iron fram

e having but one break, w
hich 

enables the w
aves of sound, after the string 
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UPRIGHT IRON GRAND
―産業革命が生んだ音色―

新宿区立漱石山房記念館に
資料を貸出

10/11～12/7まで開催された新宿区立漱石山房記念館の《特別展》
「発表 120年記念『吾輩ハ猫デアル』」に資料を貸出しました。

11
10

7
12〜

皇室の特別な儀式の際に使用される「儀装車」を公開しました。昨
年に引き続き、片側の扉を開け、内部をご覧いただけるようにしました。

特別公開「儀装車」を開催1〜16
11

11/1の「燈台記念日」に合わせ、品川燈台
の内部を公開しました。また、菅島燈台附
属官舎前では第四管区海上保安本部によ
る「灯台の歴史展示」の開催や、中日海洋
少年団による手旗信号の実演を札幌電話交換局前と菅島燈台附属
官舎前で披露し、イベントを盛り上げました。

燈台記念日特別企画
「品川燈台」特別公開・関連イベントを開催1〜3
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鍵盤蓋

上前板

天屋根

下前板

鉄フレーム
下前板を
外した時の内部構造

図1　一般的なアップライトの構造

写真 6　下前板をはずした状態

写真 5　金色の鉄製フレーム

二
階
ベ
ラ
ン
ダ
の
あ
る
風
景

四

釿
は
つ
り
痕
の

細
部
が
語
る
こ
と

三

写真1　社名ロゴ

写真 2　受賞メダル

写真 3　製造番号

写真 4　UPRIGHT IRON GRANDの銘
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保
田
夫
妻
は
、
こ
の
住
宅
が
明
治
村
に
移
築
さ
れ
る

時
、
手
塩
に
か
け
た
娘
を
故
郷
に
嫁
に
出
す
気
持
で

あ
る
と
述
懐
し
て
お
ら
れ
る
。
想
像
を
逞
し
く
す
れ

ば
、子
ど
も
の
頃
か
ら
の
ふ
る
さ
と
の
、四
つ
間
型
民

家
で
育
っ
た
記
憶
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
地
で
甦
っ
た
可
能

性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

旧
久
保
田
家
住
宅
は
、母
屋
と
庇
の
構
法
で
あ
る
こ

と
、
母
屋
に
は
野
地
板
と
天
井
、
庇
に
は
野
地
板
も
天

井
も
な
い
空
葺
き
で
あ
る
こ
と
、
母
屋
の
小
屋
組
が
、

大
梁
と
束
柱
立
て
の
和
小
屋
、そ
し
て
尺
貫
法
の
寸
法

計
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、確
か
に
日
本
の
伝
統
的
大
工

技
術
を
主
体
に
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
え
そ

う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、日
本
の
特
定
の
時
代
と
環
境
に
し
か
な
い

よ
う
な
、
例
え
ば
、
庇
部
分
の
瓦
葺
き
建
物
は
東
南
ア

ジ
ア
の
各
地
、各
時
代
で
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
柱
や

板
の
表
面
の
釿
は
つ
り
痕
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

木
造
建
築
の
歴
史
が
豊
富
な
日
本
で
は
、板
を
製
材

す
る
縦
挽
き
の
こ
ぎ
り
や
表
面
を
滑
ら
か
に
仕
上
げ

る
台
鉋か

ん
なが

普
及
し
て
い
な
か
っ
た
古
代
や
新
し
い
時

代
で
も
山
村
な
ど
で
は
、
木
材
の
表
面
仕
上
げ
は
、
せ

い
ぜ
い
釿
は
つ
り
で
あ
っ
た
。

　

十
九
世
紀
初
め
頃
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
開
拓
地
で
は
、鉈な

た

に
類
似
し
た
工
具
が
代
用
さ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

日
本
の
原
始
住
居
で
あ
る
竪
穴
住
居
は
、土
間
の
石
製

炉
で
煮
炊
き
し
、
雑
木
を
石
器
で
加
工
し
た
木
材
で

シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

旧
久
保
田
家
住
宅
は
、ブ
ラ
ジ
ル
と
い
う
遠
隔
地
か

ら
、
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
土
地
が
持
つ
生
産
技

術
や
文
化
の
歴
史
的
時
間
か
ら
現
代
の
日
本
へ
や
っ

て
き
た
も
の
で
あ
る
。
移
民
と
い
う
越
境
に
よ
り
未

知
の
未
来
的
世
界
の
可
能
性
に
雄
飛
す
る
こ
と
、そ
し

て
、
そ
れ
と
は
う
ら
は
ら
に
、
途
上
国
ゆ
え
の
原
始
性

の
時
間
の
中
に
否
応
な
く
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
う
こ

と
、つ
ま
り
時
間
的
な
遡
行
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
で

あ
る
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
、
移
民
住

宅
の
本
国
へ
の
移
築
復
原
は
、住
宅
史
に
お
け
る
時
間

的
、空
間
的
な
内
延
と
外
延
の
表
象
で
あ
る
と
も
い
え

そ
う
で
あ
る
。

　

久
保
田
夫
妻
は
早
く
も
入
植
三
年
目
に
は
、
以
前

の
コ
ー
ヒ
ー
農
園
契
約
労
働
者
住
宅
と
は
う
っ
て
か

わ
っ
た
木
造
の
開
放
的
な
住
宅
を
つ
く
っ
た
。

　

日
本
の
伝
統
的
な
木
造
住
宅
は
柱
間
が
明
か
り
障

子
建
具
に
よ
り
開
閉
で
き
る
開
放
的
な
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
が
、そ
れ
は
上
流
階
級
で
あ
っ
て
、中
・
下
層
の
庶

民
住
宅
は
、時
代
が
遡
行
す
る
ほ
ど
、土
壁
が
多
く
、開

口
部
は
小
さ
く
板
で
閉
じ
ら
れ
る
ば
か
り
で
閉
鎖
的

な
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

旧
久
保
田
家
住
宅
は
建
設
当
初
よ
り
二
階
木
造
ベ

ラ
ン
ダ
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
幼
児
と
と
も
に
誇
ら

し
げ
に
盛
装
し
た
若
き
久
保
田
夫
妻
の
家
族
写
真
に

は
、
背
後
に
、
農
園
前
の
庭
園
と
住
宅
が
ひ
か
え
て
い

る
。
住
宅
に
は
確
か
に
二
階
ベ
ラ
ン
ダ
が
あ
っ
た
が
、

創
建
当
初
に
は
二
階
へ
上
る
外
階
段
が
つ
い
て
い
な
い

こ
と
も
わ
か
る
。
し
か
し
、
時
期
は
分
か
ら
な
い
が
昭

和
四
十
九（
一
九
七
四
）年
の
解
体
以
前
に
ベ
ラ
ン
ダ
に

出
る
こ
と
が
で
き
る
部
屋
へ
の
外
階
段
が
付
い
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
外
か
ら
直
接

居
室
へ
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
に
な
っ
た
だ
け

で
は
な
い
。

　

も
し
か
し
た
ら
家
族
以
外
の
関
係
者
も
含
め
て
、二

階
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
開
墾
さ
れ
た
広
大
な
農
園
風
景
を

眺
め
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
一
つ
の
夢
の
実
現

で
あ
っ
た
。

千早赤阪小学校講堂にて、昭憲皇太后を
はじめとする女性たちが、明治宮殿での儀
式や行事で着用したドレスを、ドレスが着用
された宮殿で使用された家具調度品ととも
に展示しました。また、入場チケットは、展示
したドレスをもとに2種類作成しました。

開村60周年記念特別展
「時代の扉をひらいた装

ド レ ス

い」11
10

7
12〜

彬子女王殿下をお招きし、阿川佐和子村長との特別対談を開催しました。
特別対談では、宮中の装いや洋装化について「和服が一種の見世物となっている、と外遊
の際に伊藤博文らが感じ、昭憲皇太后が洋装に変えたことに始まっている」とのお話を頂戴
しました。それに先立ち、開村 60周年記念特別展「時代の扉をひらいた装

ド レ ス

い」をご覧になり、
昭憲皇太后や、貞明皇后が着用されたドレスなどの展示資料を鑑賞されました。

開村60周年特別対談
「今に息づく明治の皇室文化」を開催11

11


